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現在の仕事の射程

• 心理学の研究，教育（国内外）

• 実践的な研究活動

教育センターと連携した学習相談

学校の先生と共同で授業設計

授業研究(lesson study)にも参加

• 国の仕事
(e.g.,文部科学省 中央教育審議会初等中等分科会，

企画特別部会，デジタル基盤特別委員会等の

委員，内閣府GIGAクール構想のエビデンス

整備に関する研究会委員等）



今日の話題

認知能力と非認知能力の関係

次期学習指導要領にみる、自己調整力等、認知能力

ICTを使った自己調整力等育成の試み



認知能力と非認知能力

非認知能力 認知能力

非認知→認知と思われがち
でも、

どちらもありうる



普段、指導をしている子どもたちの実態

時間をかけているのに覚えられない（英語、歴史など）

やってもやっても、成績に結びつかない（数学、英語など）

授業ではわかったと思う、でも家に帰ると分からなくなる

授業についていけない

→頑張る気力が起こらない、継続して頑張れない



子どもの学びの理想と現実

丸暗記（意味理解の軽視）

パタン学習（手続きへの極度な注目）、応用きかない

わからないことがきちんとわからない

自立した子ども

キーワード：意味理解、メタ認知

意味を理解して知識を獲得している子ども

自分の知識状態に自覚的

つまずきを自ら解決しようと努力する子ども



中央教育審議会：論点整理より

深い学び、堅持

学習方略も















学び方は、実はこれまでも大事にされてきた
• 国研学習評価ハンドブックより（p.8)





中央教育審議会：論点整理より

学びの主体的な調整

中核に



教師はICTを使ってどう支援できるか？

自己調整学習力を高めるには？

見通し

振り返り

ICTはどう貢献できるか？



ICT活用 x 学習の見通しを持つ

貝塚市立東山小学校の事例
※赤や桃色付箋が理解しづらかった子

メタ認知と動機づけの改善：

教科書などを読ませ、予習を促す
予習の理解度を付箋で色で示す
（ロイロノート）



ICT活用 x 学習を振り返らせる

授業の振り返りとしてのKyoutube（今日チューブ）

品川区立会小学校の提案、呉市蒲刈中学校での実践

※向いた科目や内容がありそう！

上田真梨子
教諭の実践から



ICT活用 x 深い理解をうながす

そもそも深い理解とはどんなイメージ？

最初の一歩はどこから？



説明は有効
神奈川県立高校の小清水教諭の実践



授業中でも、できることは多い

最終的に、自分は理解しているか？考える子にしたい

最初は、チェックする方法を教える必要あり

説明したら、自分たちにも説明させてみる

ポイントは、なぜに当たる部分（教師の説明）できるか？

岡山県日生西小学校の
実践の様子
→説明してみると、分からな
いことに気づく！



この発想を活かしたICT活用
説明型宿題の実践

生徒自身が自発的に作品を作ることも！



なお、学び方を学ぶ授業と併用も

なぜ説明するといいのか？教科に即した説明のイメージ共有

伊奈学園中学校での実践



最後に、ICTならではの活用

2026年2月8日〜2月20日 アメリカのテネシー州訪問、学校見学

ナッシュビルスクール オブ バンダービルド

（元々はバンダービルド大学附属、現在は独立した学校）

 グラフをいじりながら、指数関数の
切片がどう聞いているかなど確認

 授業の冒頭で切片はグラフにどう
影響しているのか？

 最後に、予測と一致しているか？
考えきれていなかった点促す

 この授業では、自己調整力が非常
に身についていて感動




